
症例１：９０歳 男性

歩行 可能

呼吸 ２４回/分
循環 橈骨動脈触知可能

意識 清明

受傷機転
事故車両６両目より自力で脱出
右下肢を強打

カテゴリー：緑



症例１：９０歳 男性
受傷機転
事故車両６両目より自力で脱出
右下肢を強打

第１段階：生理学的評価

第２段階：解剖学的学的評価

第３段階：受傷機転

第４段階：災害時要支援者

異常なし

身体所見 疑われる疾患

右前腕腫脹・疼痛・動揺 右下腿骨折

該当なし

高齢者

カテゴリー：黄—右下腿骨折

フィードバックポイント

必要に応じ分類変更を行う。

現場の状況によるので、高齢
者であるから必ず分類変更を
しなければならない訳ではな
い。



症例２：３２歳 男性

歩行 不可能

呼吸 ２６回/分
循環 橈骨動脈触知不能

意識 清明

受傷機転
事故車両６両目より救助される
腹部を強打

カテゴリー：赤



症例２：３２歳 男性
受傷機転
事故車両６両目より救助される
腹部を強打

第１段階：生理学的評価

第２段階：解剖学的学的評価

第３段階：受傷機転

第４段階：災害時要支援者

身体所見 疑われる疾患

腹部膨隆、腹壁緊張 腹腔内出血

該当なし

カテゴリー：赤—腹腔内出血

呼吸 ３２回／分

循環 Ｐ１３０回/分 ＢＰ７０/４０

該当なし



症例３：３２歳 女性

歩行 不可能

呼吸 ３６回/分
循環 橈骨動脈触知可能

意識 清明

受傷機転
事故車両６両目より救助される
胸部を強打

カテゴリー：赤



症例３：３２歳 男性
受傷機転
事故車両６両目より救助される
胸部を強打

第１段階：生理学的評価

第２段階：解剖学的学的評価

第３段階：受傷機転

第４段階：災害時要支援者

身体所見 疑われる疾患

頸部皮下気腫、患側の呼吸音減弱

気管偏位、外頸静脈の著しい怒張

緊張性気胸

該当なし

カテゴリー：赤—右緊張性気胸

呼吸 ３６回／分

循環 Ｐ１３０回/分 ＢＰ７０/４０

該当なし



症例４：２２歳 女性

歩行 不可能

呼吸 １８回/分
循環 橈骨動脈触知可能（微弱）

冷感・湿潤あり

意識 清明

受傷機転
事故車両６両目より救助される
腰部を強打

カテゴリー：赤



症例４：２２歳 女性
受傷機転
事故車両６両目より救助される
腰部を強打

第１段階：生理学的評価

第２段階：解剖学的学的評価

第３段階：受傷機転

第４段階：災害時要支援者

身体所見 疑われる疾患

骨盤圧痛、動揺、下肢長差 骨盤骨折

該当なし

カテゴリー：赤—骨盤骨折

呼吸 ３６回／分

循環 Ｐ１３０回/分 ＢＰ７０/４０

該当なし



症例５：５２歳 男性

歩行 不可能

呼吸 １８回/分
循環 橈骨動脈触知可能

意識 ＪＣＳ１００

受傷機転
事故車両６両目より救助される
頭部を強打

カテゴリー：赤



症例５：５２歳 男性
受傷機転
事故車両６両目より救助される
頭部を強打

第１段階：生理学的評価

第２段階：解剖学的学的評価

第３段階：受傷機転

第４段階：災害時要支援者

身体所見 疑われる疾患

頭部打撲痕 頭蓋内出血

該当なし

カテゴリー：赤—頭蓋内出血

呼吸 ８回/分
意識 ＪＣＳ１００

該当なし



症例６：５２歳 男性

歩行 不可能

呼吸 気道確保しても０回/分
循環 橈骨動脈触知不能

意識 なし

受傷機転
事故車両６両目より救助される
頭部部を強打

カテゴリー：黒



症例６：６２歳 男性
受傷機転
事故車両６両目より救助される
頸部を強打

第１段階：生理学的評価

第２段階：解剖学的学的評価

第３段階：受傷機転

第４段階：災害時要支援者

身体所見 疑われる疾患

四肢麻痺、奇異（腹式）呼吸 上位脊髄損傷

該当なし

カテゴリー：赤—上位脊髄損傷

呼吸 １０回/分
循環 Ｐ４０/分 ＢＰ８０/４０

該当なし



症例７：４２歳 男性

歩行 不可能

呼吸 １８回/分
循環 橈骨動脈触知可能

意識 清明

受傷機転
事故車両６両目より救助される
両大腿以下を重量物で４時間以上挟まれていた

カテゴリー：黄



症例７：４２歳 男性
受傷機転
事故車両６両目より救助される
両大腿以下を重量物で４時間以上挟まれていた

第１段階：生理学的評価

第２段階：解剖学的学的評価

第３段階：受傷機転

第４段階：災害時要支援者

身体所見 疑われる疾患

両下肢感覚麻痺・鈍重感 クラッシュ症候群

１肢以上の挟まれ（4時間以上）

カテゴリー：赤—クラッシュ症候群

該当なし

異常なし

フィードバックポイント

解剖学的評価でクラッシュ症
候群を疑うのでカテゴリーは
赤。身体所見がなく、黄色と
判断した場合は、受傷機転の
「１肢以上の挟まれ」より黄以
上のカテゴリーを考慮する。



症例８：５２歳 女性

歩行 不可能

呼吸 気道確保後再開１８回/分
循環 橈骨動脈触知不能

意識 ＪＣＳ３００

受傷機転
事故車両６両目より救助される
全身を強打

カテゴリー：赤



症例８：４２歳 男性
受傷機転
事故車両６両目より救助される
全身を強打

第１段階：生理学的評価

第２段階：解剖学的学的評価

第３段階：受傷機転

第４段階：災害時要支援者

身体所見 疑われる疾患

胸郭動揺、奇異呼吸 左フレイルチェスト

右下腿開放創 右下腿開放性骨折

カテゴリー：赤—右フレイルチェスト、右開放骨折
該当なし

呼吸 ３６回/分
循環 Ｐ１２０/分 ＢＰ８０/４０

右下腿活動性出血あり（止血可能）

該当なし


